


1 はじめに

QC検定では似たような公式が多く出るので、似た公式を集め覚えた方が良いです。

2 代表値

代表値には下記のものがあります。

3 分散の3変化

QC検定での分散はｎ-1で除算するものが一般的です。

4 平方和の3変化

3項と重なりますが・・・平方和の分母は下記のように変えることができます。

5 3項において変化していない標準偏差は

分散に√を

つけた n-1で除算し

ない

モード 最頻値

中央値 データの中央の値　

（データ数が偶数の場合　中央となる2つのデータ平均）
平均

平均 ： ҧ𝑥 =
1

𝑛
×

𝑖=1

𝑛

𝑥𝑖

不偏分散 ： 𝜎2 = V =
1

𝑛 − 1


𝑖=1

𝑛

𝑥𝑖 − ҧ𝑥 2

不偏標準偏差 ∶ 𝜎 =
1

𝑛 − 1


𝑖=1

𝑛

𝑥𝑖 − ҧ𝑥 2

平方和 ： 𝑆𝑥𝑥 =

𝑖=1

𝑛

𝑥𝑖 − ҧ𝑥 2 = 𝛴𝑥𝑖
2 −

𝛴𝑥𝑖
2

𝑛

平方和
σ2で除算

分散
ﾃﾞｰﾀ数で

除算
不偏分散

自由度で

除算

𝑥2の検定統計量

標準偏差を
平均で除算
→ 種類の異なるもの　のばらつきの大きさ

例えば　象とライオンなど

変動係数標準偏差

種類の異なるもののばらつきを見るとき

に使用。例えば象にとって大きさが5ｃ

ｍ違っても大した違いはないが対象がね
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6 2項分布とポアソン分布

2項分布の式と　平均・分散

E[X]=np

V[X]=np(1-p) ※ E[X]はXを変数とした

ポアソン分布の式と　平均・分散 平均を意味します。

E[X]=λ V[X]はXを変数とした

V[X]=λ 分散を意味します。

7 検定統計量　と　区間推定

下記説明後に出てくる表1の公式は覚えていく順番があります。

1⃣ 検定には大きく分けて　

ⅰ計量値を扱うもの　 5⃣①～⑥　で説明します。

ⅱ計数値（二項分布とﾎﾟｱｿﾝ分布）を扱うもの　 5⃣⑦～⑩で説明します。

ⅲ分散を扱うもの 5⃣⑪～⑬　で説明します。 があります。

2⃣ 標準正規分布化の公式と基本の検定統計量は形が似ているので注意 

3⃣ 検定統計量と区間推定も形が似ています。

4⃣ 区間推定と検定統計量の違いは

① 区間推定の基本形は　点推定　±　分布からの読取値　ｘ　検定統計量の分母

（分布からの読取値は下記のように正規分布とｔ分布では示す箇所が異なるため

正規分布の場合

ｔ分布の場合

となります。

② 基本的には、検定は母集団の統計量（母平均や母分散）を推定は標本の統計量

（標本平均や標本分散）を使用します。

5⃣

①

推定値のⅤ（標本分散）を代用します。代用のため正規分布ではなくｔ分布となります。

検定統計量標準正規分布化

検定統計量 区間推定

𝑃 X = 𝑘 =
𝑛!

𝑘! 𝑛 − 𝑘 !

𝑃[X = k] =
𝜆𝑘

𝑘!
ⅇ−𝜆

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

-3.5 -1.5 0.5 2.5
0

0.1

0.2

0.3

0.4

-3.5 -1.5 0.5 2.5

0

0.1

0.2

0.3

0.4

-3.5 -1.5 0.5 2.5

標準正規

分布
ｔ分布 ｔ分布𝑢 𝛼/2

ｔ 𝛼

くどいようですが 𝑢0 =
ҧ𝑥 − 𝜇0

Τ𝜎2 𝑛
が 基本で𝜎2/𝑛の箇所が変わっていきます。

𝜎2が分からない場合

分かる場合：標準正規分布使用

ｔ0 =
ҧ𝑥 − 𝜇0

𝑉/𝑛

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

-3.5 -1.5 0.5 2.5
0

0.1

0.2

0.3

0.4

-3.5 -1.5 0.5 2.5

0

0.1

0.2

0.3

0.4

-3.5 -1.5 0.5 2.5

標準正規

分布
ｔ分布 ｔ分布

𝑧 =
𝑥 − 𝜇

𝜎
𝑢0 =

ҧ𝑥 − 𝜇0

Τ𝜎2 𝑛

𝑢0 =
ҧ𝑥 − 𝜇0

Τ𝜎2 𝑛
ҧ𝑥 ± 𝑢 𝛼/2 Τ𝜎2 𝑛

𝑝𝑘 1 − 𝑝 𝑛−𝑘

赤囲部は同じと覚えると覚えやすいかも

2



②

③

代用のVを使用します。形は②と同じで

ｔ分布使用

④ 特例として2つの集団の分散が同じと考えれる場合　まとめることができます。

⑤ 2つの集団が車の両輪のように対になる場合（同じような影響を受ける場合）

⑥ ⑤と同じ条件なのですが母分散が不明の場合、代用のＶdを使用します。

⑦

⑧

⑨

⑩

2つのＶを使い となります。

1つのＶを使い となります。

2つのσを使い となります。

2つの集団があり、それぞれ𝜎2が分かる場合：標準正規分布使用

2つの集団があり、それぞれ𝜎2が分からない場合：ｔ分布を使用

𝜎1
2

𝑛1
+
𝜎2
2

𝑛2

𝑉1
𝑛1

+
𝑉2
𝑛2

Ｖ
1

𝑛1
+

1

𝑛2

データ同士の差を1データとして使うことができます。その場合𝜎2も𝜎𝑑
2を

使用します。

ൗҧ𝑑 Τ𝜎𝑑
2 𝑛

Τҧ𝑑 Τ𝑉𝑑 𝑛

𝑃 − 𝑃0

𝑃0 1 − 𝑃0 /𝑛

二項分布は(二項分布を正規分布として近似する場合）、平均は𝑃

分散は𝑃 Τ1 − 𝑃 𝑛なのでそれを代入します。

ポアソン分布で分散が分かっている場合 分散はλなので𝜎2の代わりにλを使

用します。

መ𝜆 − 𝜆0

𝜆0/𝑛

二項分布で分散が分かっていない場合 平均は𝑃、分散は𝑃 1 − 𝑃 /𝑛を代入し、

④で勉強したように分散を同じと考えるので下記の様になります。

𝑃𝐴 − 𝑃𝐵

ത𝑃 1 − ത𝑃 ｘ
1
𝑛A

+
1
𝑛B

ポアソン分布で分散が分かっていない場合 分散はλなので𝜎2の代わりに各々の

分散平均 መ𝜆を使用し、④で勉強したように分散を同じと考えるので下記の様にな

ります。
መ𝜆𝐴 − መ𝜆𝐵

መ𝜆ｘ
1
𝑛A

+
1
𝑛B
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⑪ 今までの平均の検定は減算でしたが　分散の検定は除算となります。

母分散既知 母分散未知

⑫ 分散の検定の場合　従う分布が平均と異なり左右対称ではないです。

⑬

6⃣ 以上を踏まえ、下記公式集が出来ます。

平均の差の検定と分散（ばらつき）の比の検定の違い

α1 - α

採択域

棄却域 例として0.05棄却域 例として0.95

0     1     2     3     4     5     6     7     8     9     10

αα

棄却域 例として0.05棄却域 例として-0.05

分散の検定は除算で行っているため𝐹 𝜑1, 𝜑2 ∶ 𝛼 と
1

𝐹 𝜑2 ,𝜑1∶1−𝛼
は同じ値を意味します。

したがって分散既知の区間推定は Τ𝑆 𝑥2 (𝜙, 𝛼/2)～ Τ𝑆 𝑥2 (𝜙,1－𝛼/2)となります。

𝑆

𝜎0
2

𝑉1
𝑉2

Ⅴ1

Ⅴ2
×

1

𝐹 𝜙1,𝜙2;1−𝛼/2
＝
Ⅴ𝟏

Ⅴ𝟐
× 𝐹 𝜙2, 𝜙1: Τ

𝛼
2 という関係が成り立ちます。
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表1　公式集

5⃣②

この公式は2級範囲外

但し

5⃣③

φ：全データ数　-　2

母不適合品率

が同じか

母不適合数

が同じか

標本間に

に違いがあるか

標本間に

に違いがあるか

5⃣⑪

5⃣⑫

5⃣⑪

5⃣⑬

5⃣⑦

5⃣⑧

5⃣⑨

5⃣⑩

説

明

5⃣①

5⃣④

5⃣⑤

5⃣⑥

Ｆ分布

標準正規分布

標準正規分布

ｔ分布

標準正規分布

標準正規分布

データに対応が

ある場合の母平

均の差

標準正規分布

母平均μ ｔ分布

標準正規分布

ｔ分布

ｔ分布（近似）

その分布を標準化するに

は（検定統計量）
区間推定

対象とするもの 母分散について

母平均μ 標準正規分布

どのような検定をするか それはどのよう

な分布に従い

母分散𝜎2が既知

母分散1の𝜎0
2が既知

母分散𝜎2が既知

母分散𝜎2が未知

𝑥2分布

𝑢0 =
ҧ𝑥 − 𝜇0

Τ𝜎2 𝑛

ｔ0 =
ҧ𝑥 − 𝜇0

𝑉/𝑛

𝑥0
2＝

𝑆

𝜎0
2

𝑢0 =
ҧ𝑥1 − ҧ𝑥2

𝜎1
2

𝑛1
+
𝜎2
2

𝑛2

母平均𝜇1
と母平均𝜇2の差

母分散

𝜎2が
未知

𝜎1
2 ≠ 𝜎2

2の場合

𝜎1
2＝𝜎2

2の場合

𝑡0 =
ҧ𝑥1 − ҧ𝑥2

𝑉
1
𝑛1

+
1
𝑛2

但し𝑉 =
𝑠1+𝑠2

𝑛1+𝑛2−2

𝑡0 =
ҧ𝑥1 − ҧ𝑥2

𝑉1
𝑛1

+
𝑉2
𝑛2

𝐹0 =
𝑉1
𝑉2

母分散1と母分

散2は同じか
母分散𝜎2が未知

ҧ𝑥 ± 𝑢 𝛼/2 Τ𝜎2 𝑛

ҧ𝑥 ± 𝑡 𝜙, 𝛼 𝑉/𝑛

Τ𝑆 𝑥2 (𝜙, 𝛼/2)

～ Τ𝑆 𝑥2 (𝜙,1－𝛼/2)

ҧ𝑥1－ ҧ𝑥2 ± 𝑡 𝜙, 𝛼 𝑉
1

𝑛1
+

1

𝑛2

母分散𝜎2が未知

母分散𝜎2が既知

ҧ𝑑

𝑢0 = ൗҧ𝑑 Τ𝜎𝑑
2 𝑛

𝑡0 = Τҧ𝑑 Τ𝑉𝑑 𝑛ҧ𝑑 = ҧ𝑥1 − ҧ𝑥2

𝑃 =
𝑥

𝑛 𝑢0 =
𝑃 − 𝑃0

𝑃0 1 − 𝑃0 /𝑛

𝑃𝐴 =
𝑥𝐴
𝑛𝐴

ത𝑃 =
𝑥𝐴 + 𝑥𝐵
𝑛𝐴 + 𝑛𝐵

𝑢0 =
𝑃𝐴 − 𝑃𝐵

ത𝑃 1 − ത𝑃 ｘ
1
𝑛A

+
1
𝑛B

መ𝜆 =
𝑇

𝑛 𝑢0 =
መ𝜆 − 𝜆0

𝜆0/𝑛

𝑛:試料数

𝑥:不適合数

𝑛: 𝑛単位

𝑇:不適合数
መ𝜆 ± 𝑢 𝛼/2 መ𝜆/𝑛

መ𝜆A =
𝑥𝐴
𝑛𝐴

መ𝜆 =
𝑇𝐴 + 𝑇𝐵
𝑛𝐴 + 𝑛𝐵

𝑢0 =
መ𝜆𝐴 − መ𝜆𝐵

መ𝜆ｘ
1
𝑛A

+
1
𝑛B

መ𝜆𝐴 − መ𝜆𝐵 ± 𝑢 𝛼/2
መ𝜆𝐴
𝑛A

+
መ𝜆𝐵
𝑛B

𝑃 ± 𝑢 𝛼/2 𝑃(1 − 𝑃)/𝑛

𝑃𝐴 − 𝑃𝐵 ± 𝑢 𝛼/2
𝑃𝐴(1 − 𝑃𝐴)

𝑛A
+
𝑃𝐵(1 − 𝑃𝐵)

𝑛B

ҧ𝑑±𝑡(𝜙, 𝛼) Τ𝑉𝑑 𝑛

𝜙：全データ数 - 1

但し

𝑉1 > 𝑉2

Ⅴ1

Ⅴ2
×

1

𝐹 𝜙1,𝜙2;𝛼/2
～

Ⅴ1

Ⅴ2
×

1

𝐹 𝜙1,𝜙2;1−𝛼/2
＝
Ⅴ𝟏

Ⅴ𝟐
× 𝐹 𝜙2, 𝜙1: Τ

𝛼
2

母分散1と母分

散2は同じか

ҧ𝑥1 − ҧ𝑥2 ± 𝑢 Τ𝛼 2
𝜎1
2

𝑛1
+
𝜎2
2

𝑛2

ҧ𝑥1 − ҧ𝑥2 ± 𝑡 ∅∗, 𝛼
𝑉1
𝑛1

+
𝑉2
𝑛2

𝑉1
𝑛1

+
𝑉2
𝑛2

2

∅∗
=

𝑉1
𝑛1

2

𝜙1,
+

𝑉2
𝑛2

2

𝜙2

ҧ𝑑 ± 𝑢 𝛼/2 Τ𝜎𝑑
2 𝑛
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8 独立性の検定

独立性の検定は公式よりも実例を記載します。

独立していたらどのような分布になるか（A工場B工場　などの区別が無いならば）

その誤差を計算する

各要素の合計を計算し

0.6818+2.0455+2.402+7.2059+1.1111+3.3333=16.7995

χ2検定統計量と比較します。

この時、自由度は表の（行数-1）Ｘ（列数-1）になるのだから

（3-1）Ｘ（2-1）＝2Ｘ1＝2

また　有位水準5％の場合　値は

χ2=16.795>χ2(2,0.05)=5.99

B工場

C工場

良品 不良品

A工場

C工場 120Ｘ3÷4＝90 90Ｘ1÷4＝30 150

合計 300 100 400

A工場 110Ｘ3÷4＝82.5 110Ｘ1÷4＝27.5 250

B工場 170Ｘ3÷4＝127.5 170Ｘ1÷4＝42.5 150

合計 300 100 400

良品 不良品 合計

B工場 110 60 170

C工場 100 20 120

良品 不良品 合計

A工場 90 20 110

82.5 − 90 2

82.5
= 0.6818

127.5 − 110 2

127.5
= 2.402

42.5 − 60 2

42.5
= 7.2059

27.5 − 20 2

27.5
= 2.0455

90 − 100 2

90
= 1.111

30 − 20 2

30
= 3.3333
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9 相関関係

1⃣ 相関分析はｙ＝ax+bの式の算出と、その検定が主です。

この式の定数aを求める式から　各々の式を覚えていく。

分子を変更すると

分母を変更すると

全てを変える

参考までに

1 定数ｂの求め方は　ｙの平均　ｘの平均を代入し算出する

2 共平方和の算出は平方和を変形して算出する

2⃣ 回帰関係の有用性

帰無仮説 a=0

対立仮説 a≠0 傾きが０(無い）という事は相関が無いという事

検定統計量 F0 : VR/VE 規格限界値 F(1,n-2:α）

3⃣ 無相関の検定

帰無仮説　H0: ρ＝0

対立仮説　H1: ρ≠0

検定統計量 規格限界値 t(n-2,α）

回帰関係は変数ｘで変数ｙをどれだけ説明できるか、ｘによってｙが定まるという

関数の関係を想定しているもので、相関は2つの変数xyの関係をみるものです。

φR : 1 VR : SR F0 : VR/VE

全体 φT  :  n - 1

≧

回帰平方和SR

相関係数ｒ

総平方和ＳＴ

要因 平方和 自由度 不偏分散 Ｆ値

誤差 φE  :  n-2 VE : SE/n-2

回帰

𝑎 =
𝑠𝑥𝑦

𝑠𝑥𝑥

𝑆𝑥𝑦

𝑆𝑥𝑥 × 𝑆𝑦𝑦

𝑠𝑥𝑦
2

𝑠𝑥𝑥

𝑆𝑦𝑦

S = 𝛴𝑥𝑖
2 −

𝛴𝑥𝑖
2

𝑛

𝑠𝑥𝑦 =

𝑖=1

𝑛

𝑥𝑖𝑦𝑖 −
𝛴𝑥𝑖 𝛴𝑦𝑖

𝑛

𝑆𝑇 総平方和 ∶ 𝑆𝑦𝑦

𝑆𝑅 回帰平方和 ∶ Τ𝑠𝑥𝑦
2 𝑠𝑥𝑥

𝑆𝐸 残差平方和 ∶ 𝑆𝑦𝑦 − Τ𝑠𝑥𝑦
2 𝑠𝑥𝑥

𝑡0 =
𝑟 𝑛 − 2

1 − 𝛾2
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10 実験計画法　

1⃣ 実際の実験計画法の計算例

B1 B2 合計

90 75

85 80

75 95

74 99 B1 B2

65 75 A1 175 155

70 85 A2 149 194

合計 459 509 968 313574 79252 A3 135 160

210681 259081 469762 158312

35551 43701 79252 175は90+85

計算式
＝

108900 ＝ 330 Ｘ 330

210681 ＝ 459 Ｘ 459
79252 ＝

158312 ＝

平方和

CT ÷12＝ 78085

全データ合計の2乗

ST 79252 －CT= 1167

ﾃﾞｰﾀの2乗の合計

SA 108900/4+117649/4+87025/4 －CT= 308.5

A要素ごとの2乗の合計

SB 210681/6+259081/6 －CT= 208.7

Ｂ要素ごとの2乗の合計

SAB 158312 ÷2－CT= 1071

まとめたデータの2乗を（行-1）Ｘ（列-1）で割る

SAXB SAB－SA－SB= 553.8

SE ST－(SA+SB+SAXB)= 96

平方和 自由度 分散 分散比 誤差で割る

因子A 308.5 2 154.25 9.6406

因子Ｂ 208.7 1 208.7 13.044 要因はφ1

AXB 553.8 2 276.9 17.306 誤差はφ2

E 96 6 16

項目 　算出時に除算する値 項目　　　　　自由度

   CT 全データ数

　ST 無し 　ST 全データ-1

　SA A同一水準のデータ数 　SA A水準数-1

   SAB 同一条件実験数 　SB B水準数-1

　SAXB 無し 　SAXB SA自由度XSB自由度

    SE 無し     SE ST-SA-SB-SAXB

Aに関して

同じ実験条件のものは

1つにする（合計）
A1 330 108900 27350

A2 343 117649 29927

A3 295 87025 21975

B

に

関

し

て

F境界値

F(2,6:0.05)=5.14

F(1,6:0.05)=5.9

F(2,6:0.05)=5.14

合計2 ﾃﾞｰﾀ2

合計2

ﾃﾞｰﾀ2

1752 + 1552 + 1492 + 1942 + 1352 + 1602
902 + 752 + 852 + 802 + 752 + 952 + 742 + 992 + 652 + 752 + 702

9682 90 + 75+85+80+75+95+74+99+65+75+70+85 2

9682

27350＝902 + 752 + 852 + 802

35551＝902 + 852 + 752

+742 + 652 + 702

330 = 90 + 75 + 85 + 80

108900＝3302
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2⃣ 実験計画法の公式の覚え方　というか考え方

① 基本は平方和の

例題として表1で考える(表2,3,4,5は③の説明で使用するので今は関係ない）

B1 B2 B1 B2 B1 B2

90 75 90 75 90 75

85 80 85 80 85 80

75 95 75 95 75 95

74 99 74 99 74 99

65 75 65 75 65 75

70 85 70 85 70 85

表1 表2 表3

B1 B2

90 75

85 80

75 95

74 99

65 75

70 85

表4 表5

②

全データ合計　÷データ数

（90+75+85+・・・・・＋85）÷12＝780850

③ 知りたい効果とその構成数を一覧表にする

表2 青四角 青丸

表3 緑四角 緑丸

表4 赤四角 赤丸

表5 黄四角 黄丸

例としてSAに関して考えてみる。

ⅰ そのグループの構成要素の2乗の計算

因子Aは全部でA1水準　A2水準　A3水準がある。

その構成は

A1水準は90+75+85+80＝330　同様にA2水準は75+95+74+99＝343

A3水準は65+75+70+85＝295である

ⅱ 構成数の計算

今回は偶然にもA1水準　A2水準　A3水準　ともに4つのデータ値で構成されている

そのため313574を4で割り算する。構成数が異なる場合、その構成要素ごとに除算する。

ⅲ 313574/4からCTを差し引くと因子Aの平方和が算出される。

A1 A1 A1

A2 A2 A2

ＳＡＢ 90+85,…,75+85 を1ｸﾞﾙｰﾌﾟで6つ 90,85　　　　　　 ⇒2個

A2 A2 75+74 95+99

A3 A3 65+70

ＳＢ 90+85+…+70    を1ｸﾞﾙｰﾌﾟで2つ 90,85,75,…70         ⇒6個

ＳＴ 90、75、…、85を1ｸﾞﾙｰﾌﾟで1つ 90,85,75,…85        ⇒１個

ＳＡ

A3 A3 A3

75+85

A1 A1 90+85 75+80

参照

範囲

90+75+85+80　を1ｸﾞﾙｰﾌﾟで3つ 90,75,85,80            ⇒4個

知りたい効果 参照 構成グループ
参照

範囲

そのｸﾞﾙｰﾌﾟの構成要素と

構成数（同じ要素のもの）

𝑺𝒙𝒙 = 𝜮𝒙𝒊
𝟐 −

𝜮𝒙𝒊
𝟐

𝒏
を使用する

𝜮𝒙𝒊
𝟐

𝒏
をＣＴ（修正項）として下記のように計算する

𝜮𝒙𝒊
𝟐を計算しその後修正項を減算する

2

2

構成要素の2乗なので3302 + 3432 + 2952 = 313574である。

𝜮𝒙𝒊
𝟐とは 『そのグループの構成数要素の2乗÷構成数』で、それを全構成において行う。
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3⃣ 実験計画法　補足

実験計画法は

H0 :

H1 :

つまり片側検定である

点推定と区間推定

① 最大値は194をとるA2B2です。 B1 B2

② A2B2の点推定は A1 175 155

全平均+A2の効果+Ｂ2の効果+A2B2の交互作用 A2 149 194

で算出されます。具体的には A3 135 160

全平均： (90+75+85+・・・・・+70+85）÷12＝80.67

A2の効果： A2の効果はA2の平均  -  全平均　でA2のみの効果が算出されます。

具体的には｛(75+95+74+99)÷4｝-80.67＝5.08

B2の効果も同様に｛(75+80+・・+85)÷4｝-80.67＝4.16

A2B2の交互作用はA2B2の効果からA２の効果とＢ2の効果を引いたものだから

A2B2の効果：（194÷2）-  80.67　=  16.33

A2B2の効果  -  (A２の効果とＢ2の効果) = 16.33 - (5.08 + 4.16) = 7.09

従ってA2B2の点推定は80.67  +  5.08  +  4.1  +  7.09  =  96.94となります。

※　194  ÷  2  ＝  97 でも可（交互作用がある場合はA2B2の平均でも可能）

③ 区間推定は難しく下記のようになります。

但しφE：誤差の自由度　　VE :  誤差の分散　　Ne : 有効反復数　となります。

有効反復数とは母平均の区間推定の際に用いる値です。

1元配置の場合、

有効反復数は推定に用いたデータ数（構成要素数） で表せれます。

A2だけの区間推定の場合75、95、74、99の4つを使用しており4となります。

2元配置の場合、

算出には田口のルールと伊奈のルールがありますが、ここでは伊奈の

ルールを説明します。伊奈のルールは

Ne（有効反復数）は点推定に用いられている平均の係数の和　

になるとしています。具体的には

1

Ne

= 1/4　+　1/6　-　1/12　＝　4/12　＝　1/3となります。

1

全要素数
=

1
+

1
-

因子A水準2の要素数 因子Ｂ水準2の要素数

𝜎𝐴
2 = 0

𝜎𝐴
2 > 0

ҧ𝑥 ± 𝑡 𝜙𝐸 , 𝛼
𝑉𝐸

Ｎe
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11 信頼

1⃣ 信頼2種　　　

信頼度 正しく機能し続けうる確率

信頼性 正しく機能する時間的安定性を表す度合い 例MTTR MTBF

2⃣ 信頼度の求め方

直列 信頼度A X 信頼度Ｂ

並列 1－（1－信頼度A)　X（1－信頼度B)

3⃣ 信頼性　用語

MT: mean time　ﾐｰﾝﾀｲﾑ　平均時間　Failure：故障　Repair：修理

ＭＴＴＦ To Failure 故障までの平均時間（修理できないもの）

ＭＴＢＦ Between Failures 故障と故障の間の時間（修理できるもの）

ＭＴＴＲ To Repair 修理の平均時間（修理できるもの）

→修理のしやすさ

一定期間内(修理した時間は含まず稼働時間のみ)の故障する確率

4⃣ 信頼性　計算式

計算式を覚える前に　下記の三角形でそれぞれの関係が見えてくる

= X

=

それを踏まえると下記　関係の記憶が簡単です。

A

B C =

総稼働時間

MTBF

MTBF

A

稼働率

MTBF+

MTTR

1

MTBF
λ

故障率
総故障件数

総修理時間

MTTR 総修理件数

似てい

る関係
同じ

場所

場所

移動

A

C
B

A

C
B

A

CB
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